
》
電
力
開
蕊
義
理
奪
う

〃
西
ジ
ャ
ワ
州
強
制
収
嬬
農
家
怒
り
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５
諺
を
手
放
す
こ
と
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
サ
リ
ル
さ
ん

（
別
）
は
こ
う
話
し
、
発
電

促
す
る
。
軍
や
警
察
関
係
者

が
同
行
し
て
お
り
、
地
権
者

は
「
拒
否
す
る
と
刑
務
所
に

入
れ
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
恐
れ
て
い
る
と
い

一
つ
。

日
本
側
は
ハ
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
政
府
の
土
地
収
用
を
支
援

す
る
専
門
家
を
派
遣
し
て
い

る
が
、
現
場
の
声
を
踏
ま
え

た
慎
重
な
対
応
が
求
め
ら
れ

そ
う
だ
。

「
父
親
か
ら
受
け
継
い
だ

農
地
で
農
業
を
続
け
た

い
」
。
発
電
事
業
で
水
田
０
．

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
西
ジ
ャ
ワ
州
で
進
め
ら
れ
て
い
る
石
炭
火
力
発
電
事
業
で
の
農
地

収
用
に
対
し
、
農
業
者
ら
が
憤
っ
て
い
る
。
日
本
の
公
的
援
助
金
も
使
わ
れ
て
い
る

が
、
肥
沃
（
ひ
よ
く
）
な
土
地
で
農
地
収
用
が
強
引
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
理
由
だ
。
現

地
で
調
査
し
、
問
題
点
を
提
起
し
て
い
る
国
際
環
境
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
「
Ｆ
Ｏ

Ｅ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
里
の
波
多
江
秀
枝
委
託
研
究
員
の
報
告
に
基
づ
き
リ
ポ
ー
ト
す
る
。

す
る
と
、
退
室
を
認
め
ら
れ

ず
署
名
を
強
い
ら
れ
た
事
例

も
あ
る
と
い
う
。
説
明
会
に

参
加
し
な
い
地
権
者
に
対
し

て
は
、
電
力
会
社
の
関
係
者

が
夜
間
に
自
宅
を
訪
れ
て
督

定
面
積
は
約
３
０
０
諺
。
政

府
は
２
０
１
７
年
の
早
い
時

期
に
土
地
収
用
を
完
了
じ
た

い
考
え
で
、
昨
年
、
数
回
に

わ
た
り
収
用
農
地
の
補
償
に

つ
い
て
説
明
会
を
行
っ
た
。

そ
こ
で
示
さ
れ
た
補
償
額
は

１
平
方
脚
当
た
り
肥
万
３
０

０
０
池
（
約
１
３
８
６
円
）

で
、
日
本
の
地
価
を
大
幅
に

下
回
る
。

だ
が
、
土
地
収
用
予
定
地

の
大
半
は
豊
か
な
農
地
。
水

田
で
は
米
を
年
に
２
，
３
回

収
穫
す
る
。
補
償
額
が
少
な

過
ぎ
る
こ
と
に
不
満
を
持
っ

た
地
権
者
が
収
用
に
応
じ

ず
、
説
明
会
場
を
去
ろ
う
と

日二zi室：

事
業
に
反
対
す
る
。
自
宅
前

の
道
路
に
も
「
断
固
拒
否
！

発
電
所
の
建
設
予
定
地
は
、

生
産
性
が
高
く
、
肥
沃
な
土

地
だ
。
発
電
所
を
造
る
の
に

適
さ
な
い
」
な
ど
の
横
断
幕

を
掲
げ
る
。

２
人
の
子
ど
も
が
い
る
カ

テ
ム
さ
ん
（
盤
）
は
、
発
電

事
業
で
水
田
０
．
７
鯵
の
収

用
を
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

対
し
、
「
農
地
さ
え
あ
れ
ば
、

食
べ
て
、
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
。
売
っ
て
し
ま
え
ば
金
で

終
わ
り
。
子
ど
も
に
は
ど
う

し
て
も
土
地
を
残
し
た
い
」

と
決
意
。
１
月
中
旬
に
土
地

収
用
の
強
要
に
つ
い
て
、
政

府
機
関
を
相
手
に
訴
訟
を
起

こ
し
た
。

発
電
事
業
の
土
地
収
用
予

日
本
語
と
英
語
で
書
か
れ
た
プ

ラ
カ
ｉ
ド
を
手
に
、
火
力
発
電

事
業
の
中
止
を
訴
え
る
農
業
者

ら
（
１
月
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
大

統
領
宮
殿
前
で
）


